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研究要旨 
九州地区では新規肝癌患者が増加している可能性がわかり、DAA による SVR 後の患者では、肝線維化・AFP

高値に加え MASLD も肝癌発生に独立して寄与することが明らかになった。

Ａ．研究目的 
九州全体における新規肝癌発生数の動向を追跡

するとともに、近年増加し、かつ SVR 後に増強す
る臓器内脂質異常（脂肪性肝疾患・線維化）と肝発
癌との関わりを検討すること。

Ｂ．研究方法 
九州肝癌研究会の参加施設から提出された調査

票を統計解析し、27 年間の追跡調査を行った。ま
た、SVR24 を達成した 1,289 例の中で、HIS を用い
て脂肪肝を定義し MASLD が SVR 後肝発癌に寄与す
るか否かを検討した。

（倫理面への配慮）
人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針」（久留米大学）の倫理委員会で承認されて
いる。

Ｃ．研究結果 
九州地区の新規肝癌患者数は 2019 年に 662 例で

あったが、2020 年 709 例、2021 年 701 例と再び
増加に転じた可能性が示唆された。引き続き注視し
たい。また、SVR24 後にフォローされている 1,289
例を対象に Hepatic Steatosis Index (HSI)が 36 以上
を脂肪肝と定義し MASLD 患者を定義したところ、
肝硬変、FIB-4 index 高値、AFP 高値に加え、MASLD
であることが SVR 後肝発癌に寄与することが示さ
れた。

Ｄ．考察 
HCV elimination の成果が、HCV 関連肝癌の発生

を抑制していることが継続的に示された一方で、非
ウイルス性肝癌患者の数は増加しており、このグル
ープの数が全体の数を押し上げている可能性が示
唆された。その中には、SVR 後に脂肪性肝疾患を有
する一群がいることが強く示唆された。HCV 駆除
後も代謝異常のフォローが重要と考えられる。

Ｅ．結論 
DAA による SVR 達成後には脂質異常をはじめと

する代謝異常が肝発癌を促す可能性があるため、そ
のモニタリングや治療学的介入が重要になると考
えられた。

Ｆ．健康危険情報 
なし
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。） 

1. 特許取得 
なし 
2. 実用新案登録 
なし 
3.その他 
なし 
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